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１０月１６日、名古屋車両所分会は名古屋駅裏『昭和食堂』において牧江邦雄さんの退職激励

会を開催しました。

牧江さんは、国鉄稲沢第一機関区時代に、職場と生活と仲間の雇用を守るために血と汗と涙

の『国鉄改革の三本柱』である派遣に加わり、地域移動として名古屋車両所に転勤になりまし

た。そして、専任社員としてＣＭＣ岐阜事業所岐阜羽島駅で清掃の仕事に携わっておられまし

た。しかし、年齢と共に体の具合が悪くなり、６５歳を待たずして９月末で退職されることと

なりました。

分会は、牧江さんのこれまでの苦労を労い退職激励会を開催しました。この退職激励会に新

幹線関西地方本部より、畑野書記長、山内総務部長、多田組織部長、椴木組織担当部長、舟山

特別執行委員、ＣＭＣ日比津事業所へ出向中の新保組合員が参加されました。

激励会では、参加した仲間から牧江さんに対して、これまでの苦労に対する労いの言葉がありまし

た。そして、牧江さんからは、これまでの激励に対する感謝の言葉がありました。

牧江先輩、これまで私たちへの御指導ありがとうございました。

これからもＯＢとして、後輩をよろしくお願いします。


